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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズを駆動制御して被写体に対する自動焦点調節を行うことが可能であり、前記レン
ズを介して得られた被写体像を表示する表示部と、前記被写体像を記録する記録部と、を
備える撮影装置であって、
　前記撮影装置の状態を検出する状態検出部と、
　前記状態検出部によって検出された前記撮影装置の状態情報を前記被写体像と重畳させ
て前記表示部に表示する状態情報表示手段と、
　前記被写体像の前記記録部への記録準備であって、前記自動焦点調節を含む２つ以上の
準備を含む記録準備を指示する準備操作を受け付ける準備操作部材と、
　前記自動焦点調節の結果、前記被写体像のうち合焦状態にあると検出される被写体に対
して合焦マークを重畳させて前記表示部に表示する合焦マーク表示手段と、
を備え、
　前記状態情報表示手段は、
　　前記準備操作部材による前記準備操作の受け付けに応じてから前記自動焦点調節が完
了する以前に、前記準備操作の受け付け前における前記状態情報の表示位置と、前記自動
焦点調節の完了後に表示される前記合焦マークの表示位置とが重畳するか否かを判定し、
前記判定の結果に基づき、前記合焦マークとの重畳を回避するように前記状態情報の表示
形態を制御し、
　前記合焦マーク表示手段は、
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　　前記自動焦点調節が完了した後に前記合焦マークを表示し、
　前記状態情報表示手段は、
　　前記自動焦点調節の完了後で前記記録準備が継続している間は、前記状態情報の表示
形態を、前記合焦マークとの重畳を回避する表示形態に維持する、
撮影装置。
【請求項２】
　前記状態検出部は、前記撮影装置の傾きを検出する傾き検出部を備え、
　前記状態情報表示手段は、前記傾き検出部によって検出された傾き情報を前記被写体像
に重畳させて前記表示部に表示する、
請求項１に記載の撮影装置。
【請求項３】
　前記被写体像の前記記録部への記録を指示する記録操作を受け付ける記録操作部材と、
　前記記録操作部材による前記記録操作の受け付けに応じて、前記傾き検出部によって検
出された傾きに基づいて前記被写体像が水平になるように補正する水平補正手段と、を更
に備え、
　前記状態情報表示手段は、前記準備操作部材による前記準備操作の受け付けに応じて、
前記表示部に表示している前記傾き情報を、前記傾き検出部によって検出された傾きから
前記水平補正手段が補正可能な傾きを差し引いた値に基づいた傾き情報とした上で前記表
示部に表示することにより、前記状態情報の表示形態を制御する、
請求項２に記載の撮影装置。
【請求項４】
　前記状態検出部は、前記被写体像の輝度を検出する輝度検出部を備え、
　前記輝度検出部によって検出された輝度に基づいて露出情報を決定する露出決定手段を
更に備え、
　前記状態情報表示手段は、前記露出情報を、前記状態情報として前記表示部に表示する
、
請求項１から請求項３の何れか一項に記載の撮影装置。
【請求項５】
　前記状態情報表示手段は、前記準備操作部材による前記準備操作の受け付けに応じて、
前記表示部に表示する前記状態情報の表示位置、形、色の何れか１つ又はそれらの組合せ
を変更する、
請求項１から請求項４の何れか一項に記載の撮影装置。
【請求項６】
　前記状態情報表示手段は、
　　前記準備操作部材による前記準備操作の受け付けに応じてから前記自動焦点調節が完
了する以前に、前記表示部に表示されている前記状態情報を、前記準備操作の受け付け前
の表示形態に対して面積を縮小した表示形態に変更して表示する、
請求項１から請求項５の何れか一項に記載の撮影装置。
【請求項７】
　レンズを駆動制御して被写体に対する自動焦点調節を行うことが可能であり、前記レン
ズを介して得られた被写体像を表示する表示部と、前記被写体像を記録する記録部と、を
備える撮影装置における表示制御方法であって、
　前記撮影装置の状態を検出する状態検出ステップと、
　前記状態検出ステップにおいて検出された前記撮影装置の状態情報を前記被写体像と重
畳させて前記表示部に表示する状態情報表示ステップと、
　前記被写体像の前記記録部への記録準備であって、前記自動焦点調節を含む２つ以上の
準備を含む記録準備を指示する準備操作を受け付ける準備操作受付ステップと、
　前記自動焦点調節の完了後、前記自動焦点調節の結果として前記被写体像のうち合焦状
態にあると検出された被写体に対し、合焦マークを重畳させて前記表示部に表示する合焦
マーク表示ステップと、
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を含み、
　前記状態情報表示ステップにおいて、
　　前記準備操作受付ステップにおける前記準備操作の受け付けに応じてから前記自動焦
点調節が完了する以前に、前記準備操作の受け付け前における前記状態情報の表示位置と
、前記自動焦点調節の完了後に表示される前記合焦マークの表示位置とが重畳するか否か
を判定し、前記判定の結果に基づき、前記合焦マークとの重畳を回避するように前記状態
情報の表示形態を制御し、
　　前記自動焦点調節の完了後で前記記録準備が継続している間は、前記状態情報の表示
形態を、前記合焦マークとの重畳を回避する表示形態に維持する、
表示制御方法。
【請求項８】
　前記状態検出ステップは、前記撮影装置の傾きを検出する傾き検出ステップを含み、
　前記状態情報表示ステップにおいて、前記傾き検出ステップにおいて検出された傾き情
報を前記被写体像に重畳させて前記表示部に表示する、
請求項７に記載の表示制御方法。
【請求項９】
　前記被写体像の前記記録部への記録を指示する記録操作を受け付ける記録操作受付ステ
ップと、
　前記記録操作受付ステップにおける前記記録操作の受け付けに応じて、前記傾き検出ス
テップで検出された傾きに基づいて前記被写体像が水平になるように補正する水平補正ス
テップと、を更に含み、
　前記状態情報表示ステップにおいて、前記準備操作受付ステップにおける前記準備操作
の受け付けに応じて、前記表示部に表示している前記傾き情報を、前記傾き検出ステップ
で検出された傾きから前記水平補正ステップにおいて補正可能な傾きを差し引いた値に基
づいた傾き情報とした上で前記表示部に表示することにより、前記状態情報の表示形態を
制御する、
請求項８に記載の表示制御方法。
【請求項１０】
　前記状態検出ステップは、前記被写体像の輝度を検出する輝度検出ステップを含み、
　前記輝度検出ステップにおいて検出された輝度に基づいて露出情報を決定する露出決定
ステップを更に備え、
　前記状態情報表示ステップにおいて、前記露出情報を、前記状態情報として前記表示部
に表示する、
請求項７から請求項９の何れか一項に記載の表示制御方法。
【請求項１１】
　前記状態情報表示ステップにおいて、前記準備操作受付ステップにおける前記準備操作
の受け付けに応じて、前記表示部に表示する前記状態情報の表示位置、形、色の何れか１
つ又はそれらの組合せを変更する、
請求項７から請求項１０の何れか一項に記載の表示制御方法。
【請求項１２】
　前記状態情報表示ステップにて、
　　前記準備操作受付ステップでの前記準備操作の受け付けに応じてから前記自動焦点調
節が完了する以前に、前記表示部に表示されている前記状態情報を、前記準備操作の受け
付け前の表示形態に対して面積を縮小した表示形態に変更して表示する、
請求項７から請求項１１の何れか一項に記載の表示制御方法。
【請求項１３】
　レンズを駆動制御して被写体に対する自動焦点調節を行うことが可能であり、前記レン
ズを介して得られた被写体像を表示する表示部と、前記被写体像を記録する記録部と、を
備える撮影装置の制御に用いられるプログラムであって、
　前記撮影装置の状態を検出する状態検出ステップと、
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　前記状態検出ステップにおいて検出された前記撮影装置の状態情報を前記被写体像と重
畳させて前記表示部に表示する状態情報表示ステップと、
　前記被写体像の前記記録部への記録準備であって、前記自動焦点調節を含む２つ以上の
準備を含む記録準備を指示する準備操作を受け付ける準備操作受付ステップと、
　前記自動焦点調節の完了後、前記自動焦点調節の結果として前記被写体像のうち合焦状
態にあると検出された被写体に対し、合焦マークを重畳させて前記表示部に表示する合焦
マーク表示ステップと、
を含み、
　前記状態情報表示ステップにおいて、
　　前記準備操作受付ステップにおける前記準備操作の受け付けに応じてから前記自動焦
点調節が完了する以前に、前記準備操作の受け付け前における前記状態情報の表示位置と
、前記自動焦点調節の完了後に表示される前記合焦マークの表示位置とが重畳するか否か
を判定し、前記判定の結果に基づき、前記合焦マークとの重畳を回避するように前記状態
情報の表示形態を制御し、
　　前記自動焦点調節の完了後で前記記録準備が継続している間は、前記状態情報の表示
形態を、前記合焦マークとの重畳を回避する表示形態に維持する、
コンピュータプログラム。
【請求項１４】
　前記状態検出ステップは、前記撮影装置の傾きを検出する傾き検出ステップを含み、
　前記状態情報表示ステップにおいて、前記傾き検出ステップにおいて検出された傾き情
報を前記被写体像に重畳させて前記表示部に表示する、
請求項１３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１５】
　前記被写体像の前記記録部への記録を指示する記録操作を受け付ける記録操作受付ステ
ップと、
　前記記録操作受付ステップにおける前記記録操作の受け付けに応じて、前記傾き検出ス
テップで検出された傾きに基づいて前記被写体像が水平になるように補正する水平補正ス
テップと、を更に含み、
　前記状態情報表示ステップにおいて、前記準備操作受付ステップにおける前記準備操作
の受け付けに応じて、前記表示部に表示している前記傾き情報を、前記傾き検出ステップ
で検出された傾きから前記水平補正ステップにおいて補正可能な傾きを差し引いた値に基
づいた傾き情報とした上で前記表示部に表示することにより、前記状態情報の表示形態を
制御する、
請求項１４に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１６】
　前記状態検出ステップは、前記被写体像の輝度を検出する輝度検出ステップを含み、
　前記輝度検出ステップにおいて検出された輝度に基づいて露出情報を決定する露出決定
ステップを更に備え、
　前記状態情報表示ステップにおいて、前記露出情報を、前記状態情報として前記表示部
に表示する、
請求項１３から請求項１５の何れか一項に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１７】
　前記状態情報表示ステップにおいて、前記準備操作受付ステップにおける前記準備操作
の受け付けに応じて、前記表示部に表示する前記状態情報の表示位置、形、色の何れか１
つ又はそれらの組合せを変更する、
請求項１３から請求項１６の何れか一項に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１８】
　前記状態情報表示ステップにて、
　　前記準備操作受付ステップでの前記準備操作の受け付けに応じてから前記自動焦点調
節が完了する以前に、前記表示部に表示されている前記状態情報を、前記準備操作の受け
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付け前の表示形態に対して面積を縮小した表示形態に変更して表示する、
請求項１３から請求項１７の何れか一項に記載のコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影装置、撮影装置における表示制御方法及び撮影装置の制御に用いられる
コンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ユーザによる撮影装置を用いた撮影を補助するために、撮影装置の表示画面に撮影装置
の状態に関する情報（状態情報）を表示する撮影装置が提案されている。撮影装置の状態
は、例えば、撮影装置の傾き（水平度、仰俯角）や、撮影装置を用いた撮像処理における
シャッタスピードや絞り値等の露出条件である。ユーザは、表示画面に表示された状態情
報を確認しながら撮影装置を操作することにより、所望の被写体像を撮像し易くなる。こ
のような撮影装置として、特許文献１に、撮影装置の傾き情報を表示する撮影装置が開示
されている。
【０００３】
　特許文献１に記載の撮影装置では、表示画面上に撮影装置の傾きに応じた傾きガイドが
表示される。ユーザは、傾きガイドを確認しながら撮影装置を操作することにより、意図
しない傾きを抑えた被写体像を撮影することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－０１１２４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、撮影装置には、焦点距離の自動調節や露出条件の自動調節を行う機能を有す
るものが知られている。この種の撮影装置は、シャッタボタンが半押しされることにより
撮影待機状態から記録準備状態となり、焦点距離や露出条件の自動調節が行われる。ユー
ザは焦点距離や露出条件の調節結果を表示画面上で確認し、シャッタボタンを更に押下す
ることにより、調節された焦点距離及び露出条件で被写体像の記録処理を実行させる。そ
のため、撮影装置が記録準備状態にある場合、表示画面上において、被写体像又は被写体
像のうち合焦状態にある被写体が視認しやすいように表示されていることが望ましい。
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載の撮影装置では、一旦傾きガイドが表示されると、シ
ャッタボタンが押されて被写体像の記録が行われるまで傾きガイドが表示され続ける。そ
のため、撮影装置が記録準備状態にある場合、ユーザは、表示画面上で、合焦状態にある
被写体を視認しにくいという問題があった。
【０００７】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、撮影装置
が撮影待機状態から記録準備状態に切り替わる場合に、例えば被写体像や合焦状態にある
被写体など、ユーザにとって主要な情報が視認しにくくなることなく、撮影装置の状態情
報を継続して確認できる撮影装置、撮影装置における表示制御方法及び撮影装置の制御に
用いられるコンピュータプログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の実施形態の撮影装置は、レンズを介して得られた被写体像を表示する表示部と
、被写体像を記録する記録部と、を備える撮影装置であって、撮影装置の状態を検出する
状態検出部と、状態検出部によって検出された撮像装置の状態情報を被写体像と重畳させ
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て表示部に表示する状態情報表示手段と、被写体像の記録部への記録準備を指示する準備
操作を受け付ける準備操作部材と、を備える。状態情報表示手段は、準備操作部材による
準備操作の受け付けに応じて、表示部に表示されている状態情報の表示形態を制御する。
【０００９】
　本実施形態によれば、撮影装置が記録準備状態になる前（撮影待機状態）と記録準備状
態にある時とで、表示部に表示される状態情報の表示形態が変更される。これにより、そ
れぞれの状態に適した形態で状態情報が表示されるため、撮影装置が記録準備状態となっ
ている時に、ユーザにとって主要な情報（例えば、合焦状態にある被写体）が見づらくな
ってしまうことを防止しつつ、撮影装置の状態情報を確認することができる。
【００１０】
　記録準備は、レンズの焦点調節を含み、焦点調節の結果、被写体像のうち合焦状態にあ
ると検出される被写体に対して合焦マークを重畳させて表示部に表示する合焦マーク表示
手段を更に備えてもよい。この場合、状態情報表示手段は、合焦マークと状態情報とが重
畳することを回避するように状態情報の表示形態を制御する。
【００１１】
　状態検出部は、撮影装置の傾きを検出する傾き検出部を備えてもよい。この場合、状態
情報表示手段は、傾き検出部によって検出された傾き情報を被写体像に重畳させて表示部
に表示する。
【００１２】
　撮影装置は、被写体像の記録部への記録を指示する記録操作を受け付ける記録操作部材
と、記録操作部材による記録操作の受け付けに応じて、傾き検出部によって検出された傾
きに基づいて被写体像が水平になるように補正する水平補正手段と、を更に備えてもよい
。この場合、状態情報表示手段は、準備操作部材による準備操作の受け付けに応じて、表
示部に表示している傾き情報を、傾き検出部によって検出された傾きから水平補正手段が
補正可能な傾きを差し引いた値に基づいた傾き情報とした上で表示部に表示することによ
り、状態情報の表示形態を制御する。
【００１３】
　状態検出部は、被写体像の輝度を検出する輝度検出部を備え、輝度検出部によって検出
された輝度に基づいて露出情報を決定する露出決定手段を更に備えてもよい。この場合、
状態情報表示手段は、露出情報を、状態情報として表示部に表示する。
【００１４】
　状態情報表示手段は、準備操作部材による準備操作の受け付けに応じて、表示部に表示
する状態情報の表示位置、形、色の何れか１つ又はそれらの組合せを変更してもよい。
【００１５】
　本発明の実施形態の表示制御方法は、レンズを介して得られた被写体像を表示する表示
部と、被写体像を記録する記録部と、を備える撮影装置における表示制御方法であって、
撮影装置の状態を検出する状態検出ステップと、状態検出ステップにおいて検出された撮
像装置の状態情報を被写体像と重畳させて表示部に表示する状態情報表示ステップと、被
写体像の記録部への記録準備を指示する準備操作を受け付ける準備操作受付ステップと、
を含む。状態情報表示ステップにおいて、準備操作受付ステップにおける準備操作の受け
付けに応じて、表示部に表示されている状態情報の表示形態を制御する。
【００１６】
　本発明の実施形態のコンピュータプログラムは、レンズを介して得られた被写体像を表
示する表示部と、被写体像を記録する記録部と、を備える撮影装置の制御に用いられるプ
ログラムであって、撮影装置の状態を検出する状態検出ステップと、状態検出ステップに
おいて検出された撮像装置の状態情報を被写体像と重畳させて表示部に表示する状態情報
表示ステップと、被写体像の記録部への記録準備を指示する準備操作を受け付ける準備操
作受付ステップと、を含む。状態情報表示ステップにおいて、準備操作受付ステップにお
ける準備操作の受け付けに応じて、表示部に表示されている状態情報の表示形態を制御す
る。
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【発明の効果】
【００１７】
　本発明の実施形態によれば、撮影装置が撮影待機状態から記録準備状態に切り替わる場
合に、例えば被写体像や合焦状態にある被写体など、ユーザにとって主要な情報が視認し
にくくなることなく、撮影装置の状態情報を継続して確認できる撮影装置、撮影装置にお
ける表示制御方法及び撮影装置の制御に用いられるコンピュータプログラムが提供される
。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１の実施形態にかかる撮影装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施形態にかかる傾きガイドの表示形態の制御に関するフローチ
ャートである。
【図３】本発明の第１の実施形態にかかるＬＣＤの表示例である。
【図４】本発明の第１の実施形態にかかる傾きガイドの表示形態の変更処理に関するフロ
ーチャートである。
【図５】本発明の第１の実施形態にかかるＬＣＤの表示例である。
【図６】本発明の第１の実施形態にかかるＬＣＤの表示例である。
【図７】本発明の第２の実施形態にかかる傾きガイドの表示形態の変更処理に関するフロ
ーチャートである。
【図８】本発明の第２の実施形態にかかるＬＣＤの表示例である。
【図９】本発明の第３の実施形態にかかる傾きガイドの表示形態の変更処理に関するフロ
ーチャートである。
【図１０】本発明の第３の実施形態にかかるＬＣＤの表示例である。
【図１１】本発明の第３の実施形態にかかるＬＣＤの表示例である。
【図１２】本発明の第３の実施形態にかかるＬＣＤの表示例である。
【図１３】本発明の第４の実施形態にかかる傾きガイドの表示形態の変更処理に関するフ
ローチャートである。
【図１４】本発明の第４の実施形態にかかるＬＣＤの表示例である。
【図１５】本発明の第５の実施形態にかかるＬＣＤの表示例である。
【図１６】本発明の第６の実施形態にかかるＬＣＤの表示例である。
【図１７】本発明の第７の実施形態にかかるＬＣＤの表示例である。
【図１８】本発明の第１の実施形態の変形例にかかるＬＣＤの表示例である。
【図１９】本発明の第１の実施形態の変形例にかかるＬＣＤの表示例である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
（第１の実施形態）
　以下、本発明の第１の実施形態の撮影装置について図面を参照しながら説明する。以下
においては、本発明の一実施形態として、デジタル一眼レフカメラについて説明する。な
お、撮影装置は、デジタル一眼レフカメラに限らず、例えば、ミラーレス一眼カメラ、コ
ンパクトデジタルカメラ、ビデオカメラ、カムコーダ、タブレット端末、ＰＨＳ（Person
al Handy phone System）、スマートフォン、フィーチャフォン、携帯ゲーム機など、撮
影機能を有する別の形態の装置に置き換えてもよい。
【００２０】
　図１は、本実施形態の撮影装置１の構成を示すブロック図である。図１に示されるよう
に、撮影装置１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１００、操作部１０２、レンズ
駆動回路１０３、絞り・シャッタ駆動回路１０４、撮影レンズ１０６、絞り１０８、シャ
ッタ１１０、傾き検出部１１１、固体撮像素子１１２、信号処理回路１１４、画像処理エ
ンジン１１６、バッファメモリ１１８、カード用インタフェース１２０、ＬＣＤ（Liquid
 Crystal Display）制御回路１２２、ＬＣＤ１２４及びＲＯＭ（Read Only Memory）１２
６を備えている。



(8) JP 6641662 B2 2020.2.5

10

20

30

40

50

【００２１】
　操作部１０２には、電源スイッチやシャッタボタン、撮影モードスイッチなど、ユーザ
が撮影装置１を操作するために必要な各種スイッチが含まれる。ユーザにより電源スイッ
チが押されると、図示省略されたバッテリから撮影装置１の各種回路に電源ラインを通じ
て電源供給が行われる。ＣＰＵ１００は電源供給後、ＲＯＭ１２６にアクセスして制御プ
ログラムを読み出してワークエリア（不図示）にロードし、ロードされた制御プログラム
を実行することにより、撮影装置１全体の制御を行う。
【００２２】
　被写体からの光束は、撮影レンズ１０６、絞り１０８、シャッタ１１０を通過して固体
撮像素子１１２の受光面で受光される。固体撮像素子１１２は、ベイヤ型画素配置を有す
る単板式カラーＣＣＤ（Charge Coupled Device）イメージセンサである。固体撮像素子
１１２は、受光面上の各画素で結像した光学像を光量に応じた電荷として蓄積して、Ｒ（
Red）、Ｇ（Green）、Ｂ（Blue）の画像信号を生成して出力する。なお、固体撮像素子１
１２は、ＣＣＤイメージセンサに限らず、ＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semico
nductor）イメージセンサやその他の種類の撮影素子に置き換えられてもよい。固体撮像
素子１１２はまた、補色系フィルタを搭載したものであってもよい。
【００２３】
　信号処理回路１１４は、固体撮像素子１１２より入力される画像信号に対してクランプ
、デモザイク等の所定の信号処理を施して、画像処理エンジン１１６に出力する。画像処
理エンジン１１６は、信号処理回路１１４より入力される画像信号に対してマトリクス演
算、Ｙ／Ｃ分離、ホワイトバランス等の所定の信号処理を施して輝度信号Ｙ、色差信号Ｃ
ｂ、Ｃｒを生成する。また、画像処理エンジン１１６は、生成された輝度信号Ｙ、色差信
号Ｃｂ、Ｃｒをフレームメモリ（不図示）にフレーム単位でバッファリングする。画像処
理エンジン１１６は、バッファリングされた信号を所定のタイミングで各フレームメモリ
から掃き出して所定のフォーマットのビデオ信号に変換し、ＬＣＤ制御回路１２２に出力
する。バッファメモリ１１８は、画像処理エンジン１１６による処理の実行時、処理デー
タの一時的な保存場所として用いられる。ＬＣＤ制御回路１２２は、画像処理エンジン１
１６より入力される画像信号を基にＬＣＤ１２４を変調制御する。これにより、被写体の
画像（被写体像）がＬＣＤ１２４に表示される。ユーザは、ＬＣＤ１２４を通して、被写
体のリアルタイムのスルー画（ライブビュー）を視認することができる。
【００２４】
　ＬＣＤ１２４にスルー画が表示されている状態（撮影待機状態）でシャッタボタンが半
押しされると、撮影装置１は撮影待機状態から記録準備状態となる。撮影装置１の露出条
件が自動で調節されるように設定されている場合、記録準備状態において、ＣＰＵ１００
はＡＥ（Automatic Exposure）制御を行う。ＡＥ制御では、固体撮像素子１１２より入力
される画像信号に基づき適正露出が得られるように、後述する記録処理時の露出条件（シ
ャッタスピード、絞り値、ＩＳＯ（International Organization for Standardization）
感度）が決定される。露出条件の決定は、プログラムＡＥ、シャッタ速度優先ＡＥ、絞り
優先ＡＥなど、撮影モードスイッチにより指定されるＡＥ機能に基づいて行われる。なお
、この種のＡＥの構成及び制御については周知であるため、ここでの詳細な説明は省略す
る。
【００２５】
　また、撮影装置１のピントが自動で調節されるように設定されている場合、記録準備状
態において、ＣＰＵ１００はＡＦ（Autofocus）制御を行う。ＡＦ制御では、被写体像の
全体又は一部に対してピントが合うように、レンズ駆動回路１０３を介してレンズ１０６
が駆動制御される。ＡＦ制御には、アクティブ方式、位相差検出方式、コントラスト検出
方式等が適用される。また、ＡＦモードには、中央一点の測距エリアを用いた中央一点測
距モード、複数の測距エリアを用いた多点測距モード等がある。ＡＦ制御が行われると、
ＬＣＤ１２４上において、被写体像の内、ピントが合っている（合焦状態である）領域又
は被写体を示す合焦マークが、被写体像に重畳して表示される。なお、この種のＡＦの構
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成及び制御については周知であるため、ここでの詳細な説明は省略する。
【００２６】
　シャッタボタンが半押しされた状態から更に押下されて、全押しされると、ＣＰＵ１０
０は被写体像の記録処理を実行する。記録処理では、ＡＥ制御で決定された露出条件（又
は、手動で設定された露出条件）及びＡＦ制御で調節されたレンズ１０６の位置で被写体
像が撮影され、画像処理エンジン１１６において撮影画像データが生成される。生成され
た撮影画像データは、ＪＰＥＧ（Joint Photographic Experts Group）等の所定のフォー
マットで圧縮され、カード用インタフェース１２０を介してメモリカード２００（又は、
撮影装置１に備えられる不図示の内蔵メモリ）に記録される。また、撮影画像データの保
存形式は、ＪＰＥＧ形式に限らず、例えば、ＲＡＷ形式であってもよい。
【００２７】
　画像処理エンジン１１６は、ユーザにより操作部１０２に対して撮影画像データの再生
操作が行われると、操作により指定された撮影画像データをメモリカード２００又は内蔵
メモリより読み出して所定のフォーマットの画像信号に変換し、ＬＣＤ制御回路１２２に
出力する。ＬＣＤ制御回路１２２が画像処理エンジン１１６より入力される画像信号を基
にＬＣＤ１２４を変調制御することで、被写体の撮影画像がＬＣＤ１２４に表示される。
【００２８】
　傾き検出部１１１は、３軸の加速度センサを有しており、撮影装置１内に実装されてい
る。ＣＰＵ１００は、傾き検知部１１１で検知され出力された加速度に基づいて、撮影装
置１の加速度及び加速度の方向を計算する。この加速度及び加速度の方向に基づいて、撮
影装置１の傾き（光軸周りの姿勢（ロール）及び仰俯角（ピッチ又はチルト））を計算す
る。撮影装置１の姿勢は、撮影装置１の水平方向に対する傾き（水平度）を表している。
計算された傾きは、画像処理エンジン１１６に送信される。画像処理エンジン１１６は、
受信した傾きに基づいてガイド信号を生成する。ガイド信号はＬＣＤ制御回路１２２を介
してＬＣＤ１２４に送信され、傾きガイドとしてＬＣＤ１２４に表示される。ＬＣＤ１２
４に表示される傾きガイドには、水平度に基づいた水平ガイドと仰俯角に基づいた仰俯ガ
イドが含まれる。
【００２９】
　次に、ＬＣＤ１２４に表示される傾きガイドの表示形態の制御について、フローチャー
トを用いて説明する。図２は、撮影装置１で実行される処理の内、傾きガイドの表示形態
の制御に関するフローチャートである。なお、図２に示されるフローチャートは、撮影装
置１のメインフローと並列に動作するサブルーチンとして実行されても良い。
【００３０】
　処理ステップＳ１では、ＣＰＵ１００により、操作部１０２に対してスルー画の表示を
終了する操作が行われたか否かが判定される。操作部１０２に対して、メニュー表示の呼
び出しや記録処理の実行を指示する操作が入力され、ＬＣＤ１２４にスルー画以外の画面
を表示する処理が行われると、スルー画の表示を終了する操作が行われたと判定され（Ｓ
１：ＹＥＳ）、傾きガイドの表示形態の制御フローが終了する。一方、スルー画の表示を
終了する操作が行われていないと判定された場合（Ｓ１：ＮＯ）、処理ステップＳ２に進
む。
【００３１】
　処理ステップＳ２では、スルー画がＬＣＤ１２４に表示されている状態（撮影待機状態
）で、ＣＰＵ１００により、撮影装置１が傾きガイドを表示する設定となっているか否か
が判定される。なお、撮影装置１が傾きガイドを表示する設定となっているか否かは、撮
影装置１の電源が入れられた時点でデフォルト設定として設定されていてもよく、ユーザ
による操作部１０２への操作によって切り替え可能であってもよい。処理ステップＳ２に
おいて、傾きガイドを表示しない設定であると判定された場合（Ｓ２：ＮＯ）、傾きガイ
ドが非表示の状態でＬＣＤ１２４にスルー画が表示され（Ｓ３）、処理ステップＳ１に戻
る。
【００３２】
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　処理ステップＳ２において、傾きガイドを表示する設定であると判定された場合（Ｓ２
：ＹＥＳ）、次の処理ステップＳ４に進む。処理ステップＳ４では、被写体像のスルー画
に傾きガイドが重畳してＬＣＤ１２４に表示される。傾きガイドとして水平ガイドと仰俯
ガイドの両方を表示するか、何れか一方を表示するか、又は、両方を非表示にするかは、
操作部１０２へのユーザ操作に応じて変更可能である。以下では、撮影装置１が、傾きガ
イドとして水平ガイドのみが表示され、仰俯ガイドを非表示とする設定となっている場合
について説明する。また、本明細書において特に符号を付さず「水平ガイド」と記した場
合には様々な形態の水平ガイドを包括的に示すものとし、表示形態、表示位置に関し区別
して説明する場合には水平ガイド２０ａ（図３参照）といったように符号を付けて示すも
のとする。
【００３３】
　図３は、ＬＣＤ１２４への水平ガイドの表示例を示す図である。以下の説明では、処理
ステップＳ４で表示される水平ガイドが図３に示す形態のものであるとする。図３に示さ
れるように、ＬＣＤ１２４には、被写体像のスルー画１０が表示され、また、スルー画１
０上には、撮影装置１の水平度を表す水平ガイド２０ａが重畳して表示される。
【００３４】
　図３に示されるように、水平ガイド２０ａは円形状を有しており、この円内に十字の基
準線Ｈａ、Ｖａが表示されている。また、水平ガイド２０ａ上には、ＣＰＵ１００で計算
された水平度に基づき、水平方向（重力方向と直交する方向）を表す傾き線Ｌａが水平方
向の基準線Ｈａに対して傾いて表示される。そのため、例えば、ユーザがＬＣＤ１２４を
正面視している状態で、撮影装置１が所定の角度反時計回りにロールした場合（ＬＣＤ１
２４が左下がり、右上がりとなった場合）、傾き線Ｌａは、水平方向の基準線Ｈａに対し
て所定の角度時計回りに回転した状態で表示される。ユーザは、基準線Ｈａに対する傾き
線Ｌａの角度を視認することにより、撮影装置１がどちらの方向にどの程度傾いているか
（光軸の周りでどの程度ロールしているか）を認識することができる。なお、ＬＣＤ１２
４上における傾き線Ｌａの傾きと、実際の撮影装置１の傾きは一致している必要は無い。
例えば、ユーザが撮影装置１の傾きを認識し易くするために、傾き線Ｌａは、実際の撮影
装置１の傾きよりも大きく傾いて表示されていてもよい。
【００３５】
　なお、撮影装置１が撮影待機状態となっている場合、水平ガイド２０ａはＬＣＤ１２４
の中央付近に表示されることが望ましい。ユーザがＬＣＤ１２４を見ながら撮影装置１を
操作している時、ユーザはレンズ１０６の中心（光軸）がＬＣＤ１２４の中心とほぼ一致
していると感じると考えられる。そのため、水平ガイド２０ａをＬＣＤ１２４の中央付近
に配置することにより、水平ガイド２０ａの傾き線Ｌａの動きを撮影装置１の実際の傾き
であると実感し易くなる。これにより、ユーザは、水平ガイド２０ａを見ながら撮影装置
１の水平度を調整し易くなる。
【００３６】
　処理ステップＳ５では、ＣＰＵ１００により、シャッタボタンが半押しされて撮影装置
１が記録準備状態になったか否かが判定される。撮影装置１が記録準備状態になっていな
い（撮影待機状態となっている）と判定された場合（Ｓ５：ＮＯ）、処理ステップＳ１に
戻る。撮影装置１が記録準備状態となったと判定された場合（Ｓ５：ＹＥＳ）、処理ステ
ップＳ６に進み、ＣＰＵ１００により傾きガイド（水平ガイド）の表示形態の変更処理が
実行される。
【００３７】
　図４に示されるフローチャートは、処理ステップＳ６における傾きガイドの表示形態の
変更処理を表している。上述したように、シャッタボタンが半押しされて撮影装置１が記
録準備状態となると、ＡＦ処理が実行されて、ＬＣＤ１２４上に合焦マークが表示される
。処理ステップＳ１１では、ＬＣＤ１２４に合焦マークが表示される前に、ＣＰＵ１００
により、撮影装置１が撮影待機状態となっている時に水平ガイド２０ａが表示されている
位置と合焦マークが表示される位置とが重畳するか否かが判定される。
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【００３８】
　水平ガイド２０ａが表示されている位置と合焦マークが表示される位置とが重畳すると
判定された場合（Ｓ１１：ＹＥＳ）、水平ガイドは、合焦マークと重畳しないように、図
３に示される撮影待機時の水平ガイド２０ａから表示形態が変更されて表示される（Ｓ１
２）。図５に示される水平ガイド２０ｂは、処理ステップＳ１２において表示形態が変更
された水平ガイドのＬＣＤ１２４への表示例である。図５に示されるように、スルー画１
０上には、被写体像のうちＡＦ制御によって合焦状態となっている位置（被写体）に重畳
するように合焦マーク３０が表示される。水平ガイド２０ｂは、合焦マーク３０と重畳し
ないように、長方形状の形態とされた上でＬＣＤ１２４内の下方に表示される。表示形態
が変更された水平ガイド２０ｂは、長方形状を有しており、中央に基準線Ｖｂが表示され
ている。また、水平ガイド２０ｂには、ＣＰＵ１００で計算された水平度に応じて中央の
基準線Ｖｂから左右方向に伸びるようにバーＢｂが表示される。
【００３９】
　被写体像内で合焦状態となっている被写体の位置及び数は、撮影装置１のレンズ１０６
の状態や撮影装置１と被写体との位置関係などの撮影条件に応じて変化する。また、表示
される合焦マーク３０の数は、撮影装置１の仕様や設定に応じて異なる。そのため、撮影
条件や撮影装置１の設定によっては、合焦マーク３０は、撮影待機時に水平ガイド２０ａ
が表示されていた位置に表示される可能性がある。この場合、合焦マーク３０と水平ガイ
ドとが重畳し、合焦マーク３０と水平ガイドの何れか又は両方が視認しづらくなるという
問題が生じる。そのため、本実施形態では、水平ガイド２０ａが表示されている位置と合
焦マークが表示される位置とが重畳すると判定された場合は、水平ガイドの表示形態を、
撮影待機時の水平ガイド２０ａの表示形態から変更することにより、水平ガイド及び合焦
マーク３０が視認しづらくなることを防止できる。
【００４０】
　一方、処理ステップＳ１１において、水平ガイド２０ａが表示されている位置と合焦マ
ークが表示される位置とが重畳しないと判定された場合（Ｓ１１：ＮＯ）、水平ガイドは
、撮影待機時から表示形態が変更されずに表示される。図６は、撮影装置１が記録準備状
態にある場合に、水平ガイドの表示形態が変更されずに表示された場合におけるＬＣＤ１
２４の表示例である。図６に示されるように、合焦マーク３０が表示される位置が、水平
ガイド２０ａが表示されている位置と重畳しない場合は、水平ガイドの表示形態を変更し
なくても、水平ガイド及び合焦マーク３０が見づらくなることはない。
【００４１】
　傾きガイドの表示形態の変更処理が終了すると、処理ステップＳ７に進み、ＣＰＵ１０
０により、シャッタボタンの半押し状態が解除されて撮影装置１が撮影待機状態になった
か否かが判定される。撮影装置１の記録準備状態が継続している場合（Ｓ７：ＮＯ）、傾
きガイドは処理ステップＳ６で決定された表示形態が維持されたまま、処理ステップＳ７
を繰り返す。また、撮影装置１が撮影待機状態になったと判定された場合（Ｓ７：ＹＥＳ
）、傾きガイドの表示形態が、図３に示される表示形態に戻されて（Ｓ８）、処理ステッ
プＳ１に戻る。
【００４２】
　なお、図２に示されるフローチャートでは、撮影装置１が記録準備状態になる毎に（Ｓ
５）、処理ステップＳ１１において、水平ガイド２０ａが表示されている位置と合焦マー
クが表示される位置が重畳するか否かが一回判定されるが、本実施形態はこれに限定され
ない。例えば、撮影装置１が記録準備状態になっている状態で、撮影装置１又は被写体が
移動すると、ＬＣＤ１２４上において合焦状態にある被写体の位置も変化する。この場合
、合焦マーク３０は、合焦状態にある被写体に追従して移動してもよい。合焦マーク３０
の位置が移動すると、合焦マーク３０が水平ガイドと重畳していない位置から重畳する位
置に移動することが起こり得る。あるいは、合焦マーク３０の移動に伴って、水平ガイド
を図５に示される表示形態（水平ガイド２０ｂ）から図３に示される表示形態（水平ガイ
ド２０ａ）に戻しても、合焦マーク３０と水平ガイドとが重畳しなくなることが起こり得
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る。そのため、合焦マーク３０の位置は、シャッタボタンが半押しされている間に繰り返
しモニタされ続け、モニタしている合焦マーク３０の位置に応じて、合焦マーク３０と重
ならないように水平ガイドの表示形態が変更されてもよい。
【００４３】
　また、図４の処理ステップＳ１１で、水平ガイド２０ａが表示されている位置と合焦マ
ークが表示される位置とが重畳しないと判定された場合（Ｓ１１：ＮＯ）、水平ガイド２
０ａの表示形態は変更されないが、本実施形態はこれに限定されない。例えば、水平ガイ
ド２０ａが表示されている位置と合焦マークが表示される位置とが重畳するか否かに拘わ
らず、撮影装置１が記録準備状態になると水平ガイドが、図５に示される表示形態（水平
ガイド２０ｂ）に変更されてもよい。撮影装置１が記録準備状態にある間は、ユーザがＬ
ＣＤ１２４において最も確認したい情報（主要な情報）は、被写体のスルー画１０である
と考えられる。そのため、撮影装置１が記録準備状態にある場合に、水平ガイド２０ｂを
ＬＣＤ１２４内の下方に表示することにより、ユーザは被写体のスルー画１０を確認し易
くなる。
【００４４】
（第２の実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態の撮影装置１について説明する。本発明の第２の実施形
態は、傾きガイドの表示形態の変更処理（図２における処理ステップＳ６）が異なること
以外は、第１の実施形態の撮影装置１と同じである。したがって、以下では、第２の実施
形態による傾きガイドの表示形態の変更処理について説明する。
【００４５】
　図７は、本発明の第２の実施形態における傾きガイドの表示形態の変更処理を表すフロ
ーチャートである。第２の実施形態では、水平ガイド２０ａが表示されている位置と合焦
マークが表示される位置が重畳するか否かの判定処理が行われることなく、水平ガイドが
、図３に示される撮影待機時の水平ガイド２０ａから表示形態が変更されて表示される（
Ｓ２１）。合焦マーク３０が表示される位置は、ＬＣＤ１２４上の合焦状態にある被写体
の位置に応じて変化する。ただし、撮影装置１の仕様により、合焦マーク３０が表示され
る位置はＬＣＤ１２４の特定の領域内に限定される。そのため、撮影装置１が記録準備状
態となっている場合は、水平ガイドを合焦マーク３０が表示されることのない位置に移動
させることにより、水平ガイドと合焦マーク３０とが重畳して見づらくなってしまうこと
を防止できる。
【００４６】
　図８は、第２の実施形態における、撮影装置１が記録準備状態となっている時のＬＣＤ
１２４の表示例である。ＬＣＤ１２４の表示領域の内、点線で囲われた領域１２４Ａが、
合焦マーク３０が表示可能な領域である。この領域１２４Ａを示す点線は、説明の便宜の
ために記載しているものであり、ＬＣＤ１２４上には実際には表示されない。合焦マーク
３０は、領域１２４Ａ内にのみ表示されるため、水平ガイド２０ｂを領域１２４Ａの外側
（図８では下側）に表示することにより、水平ガイド２０ｂと合焦マーク３０とが重畳す
ることを防ぐことができる。また、第２の実施形態では、水平ガイド２０ａが表示されて
いる位置と合焦マークが表示される位置が重畳するか否かの判定処理が行われないため、
ＣＰＵ１００の負荷を低減することができる。
【００４７】
（第３の実施形態）
　次に、本発明の第３の実施形態の撮影装置１について説明する。本発明の第３の実施形
態は、傾きガイドの表示形態の変更処理（図２における処理ステップＳ６）が異なること
以外は、第１の実施形態の撮影装置１と同じである。したがって、以下では、第３の実施
形態による傾きガイドの表示形態の変更処理について説明する。本発明の第３の実施形態
では、撮影装置１が撮影待機状態にある場合は、ＬＣＤ１２４に撮影装置１の水平度に応
じた水平ガイドが表示され、撮影装置１が記録準備状態にある場合は、ＬＣＤ１２４に撮
影装置１の水平補正機能による補正値を加味した水平度に応じた水平ガイドが表示される
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。
【００４８】
　図９は、第３の実施形態における傾きガイドの表示形態の変更処理を表すフローチャー
トである。処理ステップＳ３１では、ＬＣＤ１２４に合焦マークが表示される前に、ＣＰ
Ｕ１００により、水平ガイド２０ａが表示されている位置と合焦マークが表示される位置
とが重畳するか否かが判定される。処理ステップＳ３１において、水平ガイド２０ａが表
示されている位置と合焦マークが表示される位置とが重畳しないと判定された場合（Ｓ３
１：ＮＯ）、処理ステップＳ３２に進む。
【００４９】
　処理ステップＳ３２では、ＣＰＵ１００により、撮影装置１の水平補正機能が有効にな
っているか否かが判定される。処理ステップＳ３２において、撮影装置１の水平補正機能
が無効になっていると判定された場合（Ｓ３２：ＮＯ）、ＬＣＤ１２４には、合焦マーク
３０と共に、水平ガイド２０ａが撮影待機時から表示形態が変更されずに表示される。一
方、処理ステップＳ３２において、撮影装置１の水平補正機能が有効になっていると判定
された場合（Ｓ３２：ＹＥＳ）、ＬＣＤ１２４に、合焦マーク３０と共に、水平補正機能
による補正量が加味された水平度に応じた水平ガイドが表示される。
【００５０】
　撮影装置１の水平補正機能は、固体撮像素子１１２を光軸の周りで回転させることによ
って撮影装置１の水平度を補正するものである。例えば、固体撮像素子１１２が光軸の周
りで±２度の範囲内で回転可能である場合、撮影装置１の傾き（ロール）が２度以内であ
れば、撮影装置１の傾いている方向と逆方向に固体撮像素子１１２を回転させることによ
り、傾きのない被写体像を撮影することができる。そのため、水平補正機能が有効である
場合、撮影装置１の傾きが±２度以内である場合は、水平ガイドには、撮影装置１の傾き
がゼロであるとして表示される。また、撮影装置１の傾きが±２度よりも大きい場合は、
±２度の範囲から超えた分の傾きに基づいた水平ガイドが表示される。
【００５１】
　図１０（ａ）、図１０（ｂ）は、処理ステップＳ３１において、水平ガイド２０ａが表
示されている位置と合焦マークが表示される位置とが重畳しないと判定された場合（Ｓ３
１：ＮＯ）における、ＬＣＤ１２４の表示例を示している。図１０（ａ）は撮影装置１の
水平補正機能が無効になっている場合（Ｓ３２：ＮＯ）のＬＣＤ１２４の表示例であり、
図１０（ｂ）は撮影装置１の水平補正機能が有効になっている場合（Ｓ３２：ＹＥＳ）の
ＬＣＤ１２４の表示例である。図１０（ａ）に示されるＬＣＤ１２４の表示例は、図６に
示されるＬＣＤ１２４の表示例と同じであり、水平ガイド２０ａの表示形態は、撮影待機
時における表示形態から変更されていない。図１０（ｂ）に示されるＬＣＤ１２４の表示
例では、水平ガイド２０ａ１の大きさや表示位置は、撮影待機時から変更されていない。
ただし、傾き線Ｌａ１は、撮影装置１の水平補正機能による補正量が加味された傾きで表
示されている。
【００５２】
　また、処理ステップＳ３１において、水平ガイド２０ａが表示されている位置と合焦マ
ークが表示される位置とが重畳すると判定された場合（Ｓ３１：ＹＥＳ）、処理ステップ
Ｓ３４に進む。処理ステップＳ３４では、ＣＰＵ１００により、撮影装置１の水平補正機
能が有効になっているか否かが判定される。処理ステップＳ３４において、撮影装置１の
水平補正機能が無効になっていると判定された場合（Ｓ３４：ＮＯ）、水平ガイド２０ｂ
（図１１（ａ）参照）が、合焦マーク３０と重畳しないように表示形態が変更されて表示
される（Ｓ３５）。一方、処理ステップＳ３４において、撮影装置１の水平補正機能が有
効になっていると判定された場合（Ｓ３４：ＹＥＳ）、水平補正機能による補正量が加味
された水平度が水平ガイド２０ｂ１（図１１（ｂ）参照）に表示される（Ｓ３６）。また
、この時に表示される水平ガイド２０ｂ、２０ｂ１は、合焦マーク３０と重畳しないよう
に表示形態が変更される。
【００５３】
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　図１１（ａ）、図１１（ｂ）は、処理ステップＳ３１において、水平ガイド２０ａが表
示されている位置と合焦マークが表示される位置とが重畳すると判定された場合（Ｓ３１
：ＹＥＳ）における、ＬＣＤ１２４の表示例を示している。図１１（ａ）は撮影装置１の
水平補正機能が無効になっている場合（Ｓ３２：ＮＯ）のＬＣＤ１２４の表示例であり、
図１１（ｂ）は撮影装置１の水平補正機能が有効になっている場合（Ｓ３２：ＹＥＳ）の
ＬＣＤ１２４の表示例である。図１１（ａ）に示されるＬＣＤ１２４の表示例は、図５に
示されるＬＣＤ１２４の表示例と同じであり、水平ガイド２０ｂは、合焦マーク３０と重
畳しないように、図３に示される撮影待機時の水平ガイド２０ａから表示形態が変更され
ている。図１１（ｂ）に示されるＬＣＤ１２４の表示例では、水平ガイド２０ｂ１の大き
さや表示位置は、水平補正機能が無効になっている場合（図１１（ａ））と同じである。
ただし、水平度を表すバーＢｂ１の長さは、撮影装置１の水平補正機能による補正量が加
味された長さで表示されている。
【００５４】
　なお、図９の処理ステップＳ３２、Ｓ３４で、撮影装置１の水平補正機能が有効になっ
ていると判定された場合（Ｓ３２：ＹＥＳ、Ｓ３４：ＹＥＳ）、水平補正機能による補正
量が加味された水平度が水平ガイド（２０ａ１、２０ｂ１）に表示されるが、本実施形態
はこれに限定されない。具体的には、撮影装置１の水平補正機能が有効になっていると判
定された場合、水平ガイド（２０ａ１、２０ｂ１）には、補正量が加味されていない撮影
装置１の水平度が表示されてもよい。この場合、水平ガイドには、水平補正機能によって
補正可能な範囲が重畳されて表示される。これにより、ユーザは、撮影装置１が傾き（ロ
ール）が生じている場合に、その傾きが補正可能か否かを水平ガイドを見ることによって
確認することができる。この場合の、水平ガイドの表示例を図１２に示す。具体的には、
図１２（ａ）は、処理ステップＳ３３における水平ガイド２０ａ２の表示例であり、図１
２（ｂ）は、処理ステップＳ３６における水平ガイド２０ｂ２の表示例である。図１２（
ａ）における補助線Ｓ１及び図１２（ｂ）における補助線Ｓ２は何れも、水平補正機能に
よって補正可能な範囲を表している。
【００５５】
（第４の実施形態）
　次に、本発明の第４の実施形態の撮影装置１について説明する。本発明の第４の実施形
態は、傾きガイドの表示形態の変更処理（図２における処理ステップＳ６）が異なること
以外は、第１の実施形態の撮影装置１と同じである。したがって、以下では、第４の実施
形態による傾きガイドの表示形態の変更処理について説明する。本発明の第４の実施形態
では、撮影装置１が記録準備状態にある場合に、ＬＣＤ１２４には、水平ガイド、合焦マ
ーク及び露出条件が表示される。ＬＣＤ１２４に表示される露出条件は、自動又は手動で
設定されたシャッタスピード、絞り値、ＩＳＯ感度、露出補正値等が含まれる。
【００５６】
　図１３は、本発明の第４の実施形態における傾きガイドの表示形態の変更処理を表すフ
ローチャートである。処理ステップＳ４１では、ＬＣＤ１２４に合焦マーク、露出条件が
表示される前に、ＣＰＵ１００により、撮影装置１が撮影待機状態となっている時に水平
ガイド２０ａが表示されている位置、合焦マークが表示される位置、露出条件が表示され
る位置が重畳するか否かが判定される。
【００５７】
　処理ステップＳ４１において、水平ガイド２０ａが表示されている位置、合焦マークが
表示される位置又は露出条件が表示される位置が重畳すると判定された場合（Ｓ４１：Ｙ
ＥＳ）、処理ステップＳ４２に進む。処理ステップＳ４２では、ＬＣＤ１２４上に、合焦
マーク３０及び露出条件４０がスルー画１０に重畳されて表示され、水平ガイドは、合焦
マーク３０及び露出条件４０と重畳しないように表示形態が変更される（図１４（ａ）参
照）。一方、処理ステップＳ４１において、水平ガイド２０ａが表示されている位置、合
焦マークが表示される位置又は露出条件が表示される位置が重畳しないと判定された場合
（Ｓ４１：ＮＯ）、合焦マーク３０及び露出条件４０がスルー画１０に重畳されて表示さ
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れ、水平ガイドは撮影待機時から表示形態が変更されずに表示される。
【００５８】
　図１４は、第４の実施形態における、撮影装置１が記録準備状態にある場合のＬＣＤ１
２４の表示例である。具体的には、図１４（ａ）は、処理ステップＳ４１において、水平
ガイド２０ａが表示されている位置、合焦マークが表示される位置又は露出条件が表示さ
れる位置が重畳すると判定された場合（Ｓ４１：ＹＥＳ）の表示例であり、図１４（ｂ）
は、処理ステップＳ１４において重畳しないと判定された場合（Ｓ４１：ＮＯ）の表示例
である。図１４（ａ）に示される例では、合焦マーク３０が、撮影待機時に水平ガイド２
０ａが表示されていた位置に表示されている。そのため、水平ガイドは、図３に示される
撮影待機時の円形状の水平ガイド２０ａから表示形態が長方形状に変更されると共に、表
示位置が変更される（水平ガイド２０ｂ３）。ただし、ＬＣＤ１２４の下方には露出条件
４０が表示されているため、水平ガイド２０ｂは露出条件４０と重畳しないようにＬＣＤ
１２４の上方に表示される。一方、図１４（ｂ）に示される表示例では、水平ガイドは、
合焦マーク３０及び露出条件４０と重畳しないため、表示形態が撮影待機状態から変更さ
れずに表示される。
【００５９】
　なお、図１４（ａ）に示される表示例では、水平ガイドが、合焦マーク３０及び露出条
件４０と重畳しないように表示形態が変更されるが、本実施形態はこれに限定されない。
処理ステップＳ４１において、水平ガイド２０ａが表示されている位置、合焦マークが表
示される位置又は露出条件が表示される位置が重畳すると判定された場合、水平ガイドの
表示形態が変更されると共に、露出条件４０の表示形態が図１４（ａ）に示される表示形
態から変更されてもよい。
【００６０】
　なお、本実施形態では、撮影装置１が記録準備状態にある場合に露出条件４０が表示さ
れるが、本実施形態はこれに限定されない。露出条件４０は、撮影装置１が撮影待機状態
と記録準備状態の何れの状態にある場合にも表示されてもよい。
【００６１】
（第５の実施形態）
　次に、本発明の第５の実施形態の撮影装置１について説明する。本発明の第５の実施形
態は、ＬＣＤ１２４に傾きガイドとして水平ガイドと仰俯ガイドの両方が表示されること
以外は、第１の実施形態の撮影装置１と同じである。
【００６２】
　図１５は、本発明の第５の実施形態における、撮影装置１が撮影待機状態にある場合の
ＬＣＤ１２４の表示例である。図１５に示されるように、スルー画１０に水平ガイド２０
ａ及び仰俯ガイド５０が重畳して表示される。仰俯ガイド５０は、長方形状を有しており
、中央に基準線Ｈｖが表示されている。また、仰俯ガイド５０には、ＣＰＵ１００で計算
された仰俯角に応じて中央の基準線Ｈｖから上下方向に伸びるようにバーＢｖが表示され
る。ユーザは、バーＢｖが伸びる方向及びバーＢｖの長さを視認することにより、撮影装
置１が上下方向のどちらにどの程度傾いているか（どの程度チルトしているか）を認識す
ることができる。また、仰俯ガイド５０は、撮影装置１が記録準備状態にある場合にも表
示されてもよい。また、仰俯ガイド５０は、撮影装置が撮影待機状態から記録準備状態に
変わった時、合焦マーク３０やその他の状態情報（水平ガイド、露出条件）と重畳しない
ように表示形態が変更されてもよい。
【００６３】
（第６の実施形態）
　次に、本発明の第６の実施形態の撮影装置１について説明する。本発明の第６の実施形
態は、ＬＣＤ１２４に合焦マークが表示されないこと以外は、第１の実施形態の撮影装置
１と同じである。なお、撮影装置１が記録準備状態にある場合に合焦マークを表示するか
否かは、操作部１０２へのユーザ操作に応じて変更可能であってもよい。
【００６４】
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　図１６（ａ）、図１６（ｂ）は、第６の実施形態において、ＬＣＤ１２４に水平ガイド
を表示する場合の表示例である。図１６（ａ）、図１６（ｂ）はそれぞれ、撮影装置１が
撮影待機状態、記録準備状態にある場合のＬＣＤ１２４の表示例を示す。撮影待機状態で
は、図１６（ａ）に示されるように、水平ガイド２０ａがＬＣＤ１２４の中央付近に大き
く表示される。撮影装置１が記録準備状態になると、図１６（ｂ）に示されるように、水
平ガイドは、撮影待機状態から表示形態が変更されて、ＬＣＤ１２４の下方に小さく表示
される（水平ガイド２０ｂ）。
【００６５】
　このように、撮影装置１が撮影待機状態にある場合は、撮影装置１の状態情報（傾きガ
イド）を大きく表示することにより、撮影装置１の状態を確認し易くすることができる。
また、撮影装置１が記録準備状態にある場合は、撮影装置１の状態情報（傾きガイド）を
小さく表示する又はＬＣＤ１２４内の端（例えば、下方）に表示することにより、スルー
画（すなわち、画像の中央部に配置される主要な被写体）を確認し易くすることができる
。
【００６６】
（第７の実施形態）
　次に、本発明の第７の実施形態の撮影装置１について説明する。本発明の第７の実施形
態では、ＬＣＤ１２４に合焦マークが表示されず、また、水平ガイドに変えて露出条件の
表示位置、表示形態が制御される。これらの点以外は、第１の実施形態の撮影装置１と同
じである。
【００６７】
　図１７（ａ）、図１７（ｂ）は、第７の実施形態において、ＬＣＤ１２４に露出条件を
表示する場合の表示例である。図１７（ａ）、図１７（ｂ）はそれぞれ、撮影装置１が撮
影待機状態、記録準備状態にある場合のＬＣＤ１２４の表示例を示す。撮影待機状態では
、図１７（ａ）に示されるように、露出条件４０ａがＬＣＤ１２４の中央付近に大きく表
示される。撮影装置１が記録準備状態に変わると、図１７（ｂ）に示されるように、露出
条件は、撮影待機状態から表示形態が変更されて、ＬＣＤ１２４の下方に小さく表示され
る（露出条件４０ｂ）。
【００６８】
　このように、撮影装置１が撮影待機状態にある場合は、撮影装置１の状態情報（露出条
件）を大きく表示することにより、撮影装置１の状態を確認し易くすることができる。ま
た、撮影装置１が記録準備状態にある場合は、撮影装置１の状態情報（傾きガイド、露出
条件）を小さく表示する又はＬＣＤ１２４内の端（例えば、下方）に表示することにより
、スルー画（すなわち、画像の中央部に配置される主要な被写体）を確認し易くすること
ができる。なお、第７の実施形態において、撮影装置１が記録準備状態となった場合に合
焦マークが表示され、露出条件の位置、形態が合焦マークと重畳しないように制御されて
もよい。
【００６９】
（変形例）
　本発明の第１の実施形態では、撮影装置１が撮影待機状態にある場合、ＬＣＤ１２４の
中央付近に円形状の水平ガイドが表示されるが、本実施形態はこれに限定されない。図１
８（ａ）～図１８（ｄ）はそれぞれ、撮影装置１が撮影待機状態にある場合の、水平ガイ
ドの他の表示例を示す。なお、何れの表示形態の水平ガイドを表示するかは、ユーザによ
る操作部１０２への操作に応じて変更可能であってもよい。
【００７０】
　図１８（ａ）に示される表示例では、水平ガイド２０ｃは、ＬＣＤ１２４の中央付近に
ＬＣＤ１２４の左右方向に延びた基準線Ｈｃと、水平方向（重力方向と直交する方向）を
表す傾き線Ｌｃとして表示される。図１８（ｂ）に示される表示例では、水平ガイド２０
ｄは長方形状を有しており、中央に基準線Ｖｄが表示されている。また、水平ガイド２０
ｄには、ＣＰＵ１００で計算された水平度に応じて中央の基準線Ｖｄから左右方向に伸び
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るようにバーＢｄが表示される。図１８（ｃ）に示される表示例では、水平ガイド２０ｅ
は長方形状を有しており、中央に基準線Ｖｅが表示されている。また、水平ガイド２０ｅ
には、ＣＰＵ１００で計算された水平度に応じて中央の基準線Ｖｅから左右方向に移動す
るマークＭｅが表示される。図１８（ｄ）に示される表示例では、水平ガイド２０ｆは、
撮影装置１が時計回りと反時計回りのどちらの向きにロールしているかを示すアイコンＩ
ｆ及びロールの大きさを示す数値Ｎｆとして表示される。
【００７１】
　また、本発明の第１の実施形態では、処理ステップ１２において、水平ガイドはＬＣＤ
１２４の下方に表示されるように表示形態が変更されるが、本実施形態はこれに限定され
ない。図１９（ａ）～図１９（ｄ）はそれぞれ、処理ステップ１２において表示形態が変
更された水平ガイドの他の表示例を示す。なお、何れの表示形態の水平ガイドを表示する
かは、ユーザによる操作部１０２への操作に応じて変更可能であってもよい。
【００７２】
　図１９（ａ）に示される表示例では、水平ガイドは、合焦マーク３０と重畳しないよう
に、撮影装置１が撮影待機状態にある場合から表示位置が変更されて表示される（水平ガ
イド２０ａ３）。図１９（ｂ）に示される表示例では、水平ガイドは、合焦マーク３０と
重畳しないように、撮影装置１が撮影待機状態にある場合から大きさが縮小されて表示さ
れる（水平ガイド２０ａ４）。図１９（ｃ）に示される表示例では、水平ガイドは、合焦
マーク３０と重畳しないように、撮影装置１が撮影待機状態にある場合から表示位置が変
更されると共に縮小されて表示される（水平ガイド２０ａ５）。図１９（ｄ）に示される
表示例では、水平ガイドは、撮影装置１が撮影待機状態にある場合から表示位置及び大き
さが変更されていない。ただし、水平ガイド２０ａ６は合焦マーク３０よりも優先度が低
く設定され、水平ガイド２０ａ６と合焦マーク３０とが重なる領域では合焦マーク３０及
びスルー画１０が表示され、水平ガイド２０ａ６は表示されない。
【００７３】
　図１９（ｄ）に示される表示例では、水平ガイドの表示位置及び大きさを変更すること
なく、合焦状態にある被写体を確認し易くすることができる。また、この場合、撮影装置
１がシャッタボタンが操作されていない状態（撮影待機状態）からシャッタボタンが半押
しされた状態（記録準備状態）に変わる過程において、水平ガイドの表示位置及び大きさ
が変わらないため、シャッタボタンの操作による撮影装置１の水平度の変化を確認し易く
することができる。なお、図１９（ｄ）に示される表示例では、合焦マーク３０が表示さ
れる位置によっては、スルー画１０又は水平ガイド２０ａ６が見づらくなる可能性がある
。そのため、水平ガイドが表示されている位置と合焦マークが表示される位置とが重畳す
る面積が所定値以下であると判定された場合にのみ、図１９（ｄ）に示されるように、水
平ガイド２０ａ６が表示されてもよい。この場合、水平ガイドが表示されている位置と合
焦マークが表示される位置とが重畳する面積が所定値よりも大きい場合は、水平ガイドは
、合焦マーク３０と重畳しないように表示形態が変更される。
【００７４】
　以上が本発明の例示的な実施形態の説明である。本発明の実施形態は、上記に説明した
ものに限定されず、本発明の技術的思想の範囲において様々な変形が可能である。例えば
明細書中に例示的に明示される実施形態等又は自明な実施形態等を適宜組み合わせた内容
も本願の実施形態に含まれる。
【符号の説明】
【００７５】
１　撮影装置
１０　スルー画
２０ａ～２０ｆ、２０ａ１～２０ａ６、２０ｂ１、２０ｂ２　水平ガイド
３０　合焦マーク
４０、４０ａ、４０ｂ　露出条件
５０　仰俯ガイド
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１００　ＣＰＵ
１０２　操作部
１０３　レンズ駆動回路
１０４　絞り・シャッタ駆動回路
１０６　撮影レンズ
１０８　絞り
１１０　シャッタ
１１１　傾き検出部
１１２　固体撮像素子
１１４　信号処理回路
１１６　画像処理エンジン
１１８　バッファメモリ
１２０　カード用インタフェース
１２２　ＬＣＤ制御回路
１２４　ＬＣＤ
１２６　ＲＯＭ
２００　メモリカード
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